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第
二
十
回
日
蓮
宗
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議
（
平
成
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）
資
料

第
一
部
会
（
石
川
・
富
山
ブ
ロ
ッ
ク
）

「
望
ま
し
い
寺
院
づ
く
り
」

（
座

長
）

新

林

孝

道

（
助

言

者
）

風

間

随

成

（
京
都
一
部
布
教
師
会
長
）

（
発

題

者
）

中

屋

隆

秀

（
ま
と
め
報
告
）

河

崎

俊

宏

寺
を
お
預
か
り
す
る
住
職
及
び
教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
持
ち
、
寺
門
の
興
隆
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

長
年
の
間
に
は
当
初
の
目
標
も
薄
れ
が
ち
と
な
り
法
務
に
追
わ
れ
て
、
日
々
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
の
第
十
九
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議
の
基
調
講
演
に
お
い
て
、
現
代
宗
教
研
究
所
前
主
任
の
影
山
教
俊
上

人
は
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
運
営
に
は
、
信
者
の
増
加
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

信
者
を
増
や
し
て
行
く
に
は
、
住
職
を
中
心
に
寺
院
関
係
者
が
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
現
状
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
寺
院
（
住
職
）、
檀
家
及
び
青
年
（
大
学
生
が
対
象
）
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
回
の
部
会
に
お
き
ま
し
て
議
論
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、
参
加
者
の
皆
様
に
ご
賛
同
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
が
、『
望
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ま
し
い
』
と
い
う
言
葉
の
解
釈
は
前
述
影
山
上
人
の
基
調
講
演
要
旨
（
別
添
資
料
）
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。宗

祖
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
の
記
念
事
業
が
円
成
し
た
今
日
、
基
本
に
立
ち
戻
り
、
改
め
て
『
望
ま
し
い
寺
院
づ
く
り
』
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

「
寺
院
」、

「
檀
家
」
の
集
計

菩
提
寺
（
以
下
、
寺
と
略
）
は
誰
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

左
記
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
。

調

査

時

期

ア
ン
ケ
ー
ト
の
種
類

調

査

対

象

回

収

率

平
成
十
五
年
八
月
五
日
〜
十
月
九
日

﹇
Ａ
﹈（
寺
院
）、﹇
Ｂ
﹈（
檀
家
）、
但
し
、﹇
Ａ
﹈
と
﹇
Ｂ
﹈
と
は
共
通
の
書
式
。﹇
Ｃ
﹈（
青
年
）

﹇
Ａ
﹈
日
蓮
宗
北
陸
教
区
内
の
全
寺
院
三
三
二
ヶ
寺

﹇
Ｂ
﹈
石
川
・
富
山
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
檀
家
三
二
四
軒

﹇
Ｃ
﹈
石
川
県
金
沢
市
、
静
岡
県
三
島
市
内
の
大
学
生
二
五
三
名

﹇
Ａ
﹈
五
四
・
五
％
（
一
八
一
ヶ
寺
）

﹇
Ｂ
﹈
五
〇
・
九
％
（
一
六
五
軒
）

﹇
Ｃ
﹈
七
九
・
一
％
（
二
〇
〇
名
）
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寺
の
役
目
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

寺
は
ど
の
よ
う
な
『
場
』
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

（
複
数
回
答
）

①　

住　
　
　

職

二
一
名
（
一
一
・
六
％
）

二
六
名
（
一
五
・
八
％
）

②　

檀　
　
　

家

八
九
名
（
四
九
・
二
％
）

一
一
五
名
（
六
九
・
七
％
）

③　

日　

蓮　

宗

七
六
名
（
四
二
・
〇
％
）

四
九
名
（
二
九
・
七
％
）

④　

そ　

の　

他

三
五
名
（
一
九
・
三
％
）

六
名
（　

三
・
六
％
）

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

（
複
数
回
答
）

①　

法
要
や
法
事

八
〇
名
（
四
四
・
二
％
）

七
二
名
（
四
三
・
六
％
）

②　

御
先
祖
の
魂
を
預
か
る

一
一
三
名
（
六
二
・
四
％
）

一
二
八
名
（
七
七
・
六
％
）

③　

人
の
悩
み
を
解
決

一
〇
一
名
（
五
五
・
八
％
）

四
四
名
（
二
六
・
七
％
）

④　

そ　

の　

他

三
四
名
（
一
八
・
八
％
）

六
名
（　

三
・
六
％
）

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

（
複
数
回
答
）

①　

癒　
し　
の　
場

八
七
名（
四
八
・
一
％
）

五
三
名（
三
二
・
一
％
）

②　

救　
い　
の　
場

九
五
名（
五
二
・
五
％
）

六
四
名（
三
八
・
八
％
）

③　

教　
え　
の　
場

一
一
〇
名（
六
〇
・
八
％
）

一
〇
六
名（
六
四
・
二
％
）

④　

自
分
探
し
の
場

四
二
名（
二
三
・
二
％
）

二
五
名（
一
五
・
二
％
）

⑤　

そ　

の　

他

二
五
名（
一
三
・
八
％
）

四
名（　

二
・
四
％
）
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を
選
ば
れ
た
方
、
望
ま
し
い
『
場
』
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
仏
の
教
え
と
ご
先
祖
の
繋
が
り
が
保
て
る
と
こ
ろ
。

・
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
と
こ
ろ
。

あ
な
た
の
寺
は
上
記
の
『
場
』
と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

『
は
い
』
の
方
、
あ
な
た
は
寺
の
上
記
の
『
場
』
つ
く
り
に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
か
？

﹇

﹈・
悩
み
ご
と
相
談
、
テ
レ
ホ
ン
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

・
電
話
帳
に
下
記
の
よ
う
な
広
告
を
出
し
て
、
五
年
が
経
つ
。
多
く
の
老
若
男
女
の
来
訪
を
受
け
、
共
に
学
ん
で
い
る
。

開
運

生
き
が
い

除
霊

悩
み
ご
と
相
談
無
料
で
す

・
月
一
回
写
経
の
会
を
、
隔
月
で
信
行
会
と
し
て
法
華
経
二
十
八
品
の
話
を
し
て
き
た
。

﹇

﹈・
お
参
り
の
度
に
、
特
に
若
い
人
に
お
経
本
を
配
っ
て
、
関
心
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。
毎
月
第
一
日
曜
日
に
「
お
参
り
の

つ
ど
い
」
を
催
し
て
い
る
。

・
信
行
会
と
い
う
、
住
職
を
ま
じ
え
た
檀
信
徒
の
啓
蒙
的
な
会
を
作
り
、
日
蓮
宗
の
教
え
を
学
ん
だ
り
、
親
睦
を
図
っ
た
り
し
て

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

①　

は　
　
　

い

九
八
名
（
五
四
・
二
％
）

一
一
〇
名
（
六
六
・
七
％
）

②　

い　

い　

え

七
三
名
（
四
〇
・
三
％
）

三
八
名
（
二
三
・
〇
％
）

③　

無　

回　

答

一
〇
名
（　

五
・
五
％
）

一
七
名
（
一
〇
・
三
％
）
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い
る
（
た
だ
、
若
い
方
の
参
加
が
乏
し
い
）。

・
信
者
の
相
談
ご
と
、
悩
み
ご
と
に
真
剣
に
対
応
さ
れ
て
い
る
。

・
月
一
回
の
写
経
、
か
わ
ら
版
発
行
、
唱
題
行
脚
、
信
行
会
の
実
施
。
ど
の
よ
う
な
時
に
お
い
て
も
、
相
談
や
質
問
に
応
じ
て
も

ら
え
る
。

寺
の
発
展
は
、
ど
の
よ
う
な
項
目
で
判
断
す
る
の
が
適
当
と
思
い
ま
す
か
？

を
選
ば
れ
た
方
、
判
断
す
る
の
に
適
当
と
思
わ
れ
る
項
目
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

﹇

﹈・
僧
侶
の
意
識
の
高
ま
り
が
重
要
だ
と
思
う
。

・
総
合
的
な
見
方
で
判
断
す
べ
き
と
思
う
。

・
檀
信
徒
の
意
識
の
高
ま
り
よ
り
も
住
職
の
言
動
が
一
致
す
る
こ
と
。
真
の
法
を
伝
え
る
こ
と
が
発
展
に
つ
な
が
る
。

を
踏
ま
え
、
あ
な
た
の
寺
は
発
展
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

（
複
数
回
答
）

①　

檀
信
徒
の
意
識
の

高
ま
り　
　

一
四
五
名
（
八
〇
・
一
％
）

一
四
七
名
（
八
九
・
一
％
）

②　

建
物
の
増
改
築

二
五
名
（
一
三
・
八
％
）

六
名
（　

三
・
六
％
）

③　

新
た
に
入
信
し
た

人
の
数　
　

三
八
名
（
二
一
・
〇
％
）

一
六
名
（　

九
・
七
％
）

④　

そ　

の　

他

二
二
名
（
一
二
・
二
％
）

八
名
（　

四
・
八
％
）
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を
選
ば
れ
た
方
、
寺
院
発
展
の
た
め
に
特
に
努
力
し
て
い
る
事
柄
を
教
え
て
下
さ
い
。

﹇

﹈・
青
年
部
信
行
会
を
毎
月
の
例
会
、
研
修
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
お
経
練
習
の
実
施
。

・
電
話
帳
な
ど
に
は
宗
派
名
（
日
蓮
宗
）
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
セ
レ
モ
ニ
ー
会
館
な
ど
と
連
携
し
て
、
寺
院
を
探
し
て
い

る
人
を
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

・
寺
報
を
時
々
発
行
し
て
、
配
付
し
て
い
る
。

・
寺
を
清
掃
し
、
美
化
に
努
め
て
い
る
。

・
建
物
や
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
て
、
そ
の
美
化
に
努
力
し
て
い
る
。

﹇

﹈・
婦
人
部
や
青
年
部
が
自
主
的
だ
と
思
う
が
、
い
ろ
い
ろ
と
頑
張
っ
て
い
る
。

・
地
域
の
行
事
等
に
寺
を
開
放
す
る
な
ど
協
力
し
、
檀
家
の
み
な
ら
ず
地
域
の
人
々
と
法
華
経
の
真
の
姿
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

・
檀
信
徒
の
教
化
の
集
い
（
月
例
）
や
そ
の
他
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。

・
建
物
の
維
持
・
保
全
に
努
め
て
い
る
。

・
寺
誌
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
檀
家
と
し
て
自
分
の
寺
の
歴
史
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
あ
な
た
の
菩
提
寺
、
ま
た
は
日
蓮
宗
に
対
し
て
希
望
す
る
項
目
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
つ
だ
け
記
入
し
て
下
さ
い
。

﹇

﹈・
日
蓮
宗
教
師
の
意
識
改
革
が
必
要
。
親
身
に
な
っ
て
檀
信
徒
に
対
応
し
て
い
る
の
か
？

事
務
的
に
法
務
を
こ
な
し
て
い
る
教

答
え

回
答
者

寺

院

檀

家

①　

は　
　
　

い

七
二
名
（
三
九
・
八
％
）

九
七
名
（
五
八
・
八
％
）

②　

い　

い　

え

九
九
名
（
五
四
・
七
％
）

四
五
名
（
二
七
・
三
％
）

③　

無　

回　

答

一
〇
名
（　

五
・
五
％
）

二
三
名
（
一
三
・
九
％
）
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師
が
多
す
ぎ
る
。
布
教
の
原
点
に
帰
っ
て
み
る
こ
と
。
大
乗
の
精
神
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
教
師
の
資
質
向
上
の
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
研
修
会
開
催
を
願
う
。

・
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
二

三
年
統
一
テ
ー
マ
で
会
議
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
？
（
サ
ブ
テ
ー
マ
を
変
え
る
こ
と

は
可
）

・
こ
の
教
研
会
議
は
当
初
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
数
年
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
違
う
や
り
方
を
考
え

た
方
が
よ
い
。

・
こ
の
会
議
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
見
直
す
時
期
だ
と
思
う
。

﹇

﹈・
若
い
人
達
が
も
っ
と
日
蓮
宗
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
な
施
策
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

・
少
年
少
女
に
対
し
て
、
生
命
の
大
切
さ
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
集
会
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

・
各
寺
院
に
お
い
て
、
入
信
（
布
教
）
活
動
を
十
分
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
根
本
的
に
寺
の
意
識
改
善
が
必
要
だ
と
思
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト

「
青
年
」
の
集
計

人
が
生
ま
れ
て
来
る
目
的
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

答
え

回
答
者

青

年

①　

あ　
　
　

る

九
一
名
（
四
五
・
五
％
）

②　

な　
　
　

い

八
〇
名
（
四
〇
・
〇
％
）

③　

考
え
た
く
な
い

一
四
名
（
七
・
〇
％
）

④　

そ　

の　

他

一
五
名
（
七
・
五
％
）
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を
選
ば
れ
た
方
、
生
ま
れ
て
来
る
目
的
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
生
き
る
た
め
。

・
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

・
生
き
る
目
的
を
見
つ
け
る
た
め
。

・
生
を
次
の
時
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
。

・
自
分
な
り
の
目
標
を
見
つ
け
、
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
。

を
選
ば
れ
た
方
、
生
ま
れ
て
来
る
目
的
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

・
思
わ
な
い
。

・
知
り
た
く
な
い
。

・
知
ら
な
く
て
い
い
。

・
少
し
興
味
が
あ
る
の
で
、
知
り
た
い
。

を
選
ば
れ
た
方
、
何
故
考
え
た
く
な
い
の
で
す
か
？

・
難
し
い
か
ら
。

・
目
的
が
な
い
と
思
う
か
ら
。

・
思
考
の
迷
宮
に
入
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

を
選
ば
れ
た
方
、
あ
な
た
の
考
え
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
目
的
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
だ
と
思
う
。

・
自
然
の
流
れ
と
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
考
え
な
く
て
も
良
い
。

あ
な
た
に
は
、
人
生
の
意
義
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
人
が
居
ま
す
か
？

答
え

回
答
者

青

年

①　

は　
　
　

い

八
八
名
（
四
四
・
〇
％
）

②　

い　

い　

え

一
〇
〇
名
（
五
〇
・
〇
％
）

③　

そ　

の　

他

一
二
名
（
六
・
〇
％
）



─ ─

を
選
ば
れ
た
方
、
あ
な
た
の
意
見
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
本
な
ど
を
読
み
、
学
ん
だ
り
し
て
い
る
。

・
人
は
い
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
で
学
ん
で
い
る
。

・
生
き
る
意
味
な
ど
ま
だ
な
く
て
も
い
い
。
自
分
が
一
生
懸
命
生
き
て
見
つ
け
て
行
け
ば
よ
い
。

・
人
生
の
意
義
は
、
人
か
ら
教
え
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
自
分
が
生
き
て
き
た
過
程
で
目
覚
め
て
く
る
も
の
。

も
し
、
悩
み
ご
と
を
相
談
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
が
適
当
だ
と
思
い
ま
す
か
？

を
選
ば
れ
た
方
、
相
談
す
る
人
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
自
分
が
安
心
し
て
話
せ
る
人
。

・
恋
人
。

・
人
生
の
先
輩
。

『
寺
』
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
ち
ま
す
か
？

答
え

回
答
者

青

年

（
複
数
回
答
）

①　

親

七
二
名（
三
六
・
〇
％
）

②　

先　
　
　

生

一
七
名（
八
・
五
％
）

③　

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

一
五
名（
七
・
五
％
）

④　

神
主
、
住
職
、

牧
師
等

五
名（
二
・
五
％
）

⑤　

友　
　
　

人

一
三
七
名（
六
八
・
五
％
）

⑥　

そ　

の　

他

一
九
名（
九
・
五
％
）

答
え

回
答
者

青

年

（
複
数
回
答
）

①　

葬
儀
や
法
事
を
す

る
所　
　
　

一
一
〇
名（
五
五
・
〇
％
）

②　

救
い
の
場

一
三
名（
六
・
五
％
）

③　

教
え
の
場

四
〇
名（
二
〇
・
〇
％
）

④　

自
分
探
し
の
場

九
名（
四
・
五
％
）

⑤　

そ
の
他

四
〇
名（
二
〇
・
〇
％
）



─ ─

を
選
ば
れ
た
方
、
寺
に
対
す
る
印
象
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
心
が
静
ま
る
、
落
ち
着
く
場
所
。
神
聖
な
所
。

・
観
光
名
所
、
過
去
の
遺
産
的
な
場
所
。

・
檀
家
同
士
の
交
流
の
場
、
行
事
の
場
。

・
自
分
を
見
つ
め
振
り
返
る
場
、
精
神
鍛
練
の
場
。

心
霊
現
象
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
？

あ
る
い
は
過
去
に
興
味
を
持
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？

を
選
ば
れ
た
方
、
あ
な
た
の
考
え
方
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
俗
に
そ
う
呼
ば
れ
る
様
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

・
怖
い
け
れ
ど
番
組
は
見
る
。
興
味
は
あ
る
け
ど
怖
い
で
す
。

で

を
選
ば
れ
た
方
、
も
し
心
霊
現
象
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

か
？

答
え

回
答
者

青

年

①　

は　
　
　

い

一
〇
六
名
（
五
三
・
〇
％
）

②　

い　

い　

え

八
九
名
（
四
四
・
五
％
）

③　

そ　

の　

他

五
名
（
二
・
五
％
）

答
え

回
答
者

青

年

①　

は　
　
　

い

四
〇
名
（
三
七
・
七
％
）

②　

い　

い　

え

六
三
名
（
五
九
・
四
％
）

③　

そ　

の　

他

三
名
（
二
・
八
％
）



─ ─

を
選
ば
れ
た
方
、
あ
な
た
の
考
え
方
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
行
き
た
い
よ
う
な
気
も
す
る
け
れ
ど
、
怖
い
。

・
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
霊
界
は
普
通
に
存
在
す
る
と
思
う
。
霊
的
な
も
の
は
人
間
の
根
源
に
あ
る
と
思
う
か
ら
、
そ
う
い

う
オ
カ
ル
ト
な
世
界
と
繋
が
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
。

最
後
に
、
二
十
一
世
紀
の
寺
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
思
う
所
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
古
き
文
化
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

・
寺
に
あ
ま
り
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

・
少
し
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

・
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
・
ツ
ア
ー
な
ど
の
楽
し
そ
う
な
企
画
を
し
て
欲
し
い
。

・
二
十
一
世
紀
は
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
救
い
を
求
め
る
人
が
増
え
る
と
思
う
の
で
、
若
者
に
分
か
り
や
す
く
仏
の
教
え
を
広

め
て
欲
し
い
。

・
寺
と
言
え
ば
、
葬
儀
等
で
行
く
所
と
し
か
思
え
な
い
。
昔
の
寺
子
屋
み
た
い
に
子
供
の
教
育
の
場
と
し
て
役
立
て
れ
ば
よ
い
と

思
う
。


